
  
 
 

「
選
択
」
の
秋 

  

10
月
末
ま
で
に
東
京
で
観
測
し
た
今

年
の
「
夏
日
」
（
25
度
以
上
）
は
史
上
最

多
の
実
に
153
日
に
及
び
ま
し
た
が
、
11

月
に
入
り
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
。 

 

季
節
感
あ
る
秋
の
様
々
な
取
組
（
勉
強
、

読
書
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
・
文
化
そ
の
他
）

と
共
に
、
本
校
、
各
学
年
生
徒
は
、
そ
れ

ぞ
れ
極
め
て
重
要
な
「
選
択
」
を
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
り
ま
す
。 

  

３
学
年
生
徒 

 
 

受
験
校
・
学
部
・
学
科 

 
 

 
 

 

の
選
択 

  

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
出
願
人
数

（
10
月
初
旬
、
入
試
セ
ン
タ
ー
に
提
出
）

は
２
８
８
名
（
約
94
％
）
と
な
り
、
セ
ン

タ
ー
試
験
時
代
を
含
め
、
過
去
10
年
間
で

最
高
の
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

い
わ
ゆ
る
「
年
内
入
試
」
の
総
合
型
選

抜
（
旧
Ａ
Ｏ
方
式
）
が
10
月
に
、
学
校
推

薦
型
選
抜
が
11
月
に
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
大
多
数
の
生
徒
が
１
月
中
旬
の
共
通

テ
ス
ト
を
経
て
、
一
般
受
験
に
臨
み
ま
す
。 

そ
の
た
め
の
受
験
校
・
学
部
・
学
科
の
絞

り
込
み
の
た
め
に
、
進
路
部
や
担
任
の
先

生
な
ど
と
各
種
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
放
課

後
に
相
談
（
三
者
面
談
含
む
）
す
る
生
徒

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

国
公
立
大
学
の
出
願
は
共
通
テ
ス
ト

後
で
す
が
、
私
立
大
学
の
出
願
が
年
末
か

ら
１
月
中
旬
と
な
り
ま
す
。
最
後
ま
で
諦

め
な
い
覚
悟
で
、
慎
重
な
「
選
択
」
を
経

て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
、
果
敢
に
大

胆
に
「
本
番
」
に
臨
ん
で
下
さ
い
。 

 
２
学
年
生
徒 

必
修
科
目
・
自
由
選
択 

 

科
目
の
選
択 

  

新
教
育
課
程
二
期
生
と
し
て
３
学
年

を
迎
え
ま
す
。
本
校
と
し
て
も
従
来
以
上

に
特
に
必
修
科
目
の
選
択
肢
が
多
く
、
受

験
目
標
の
大
学
等
の
受
験
教
科
・
科
目
を

睨
み
な
が
ら
、
自
由
選
択
科
目
と
も
連
動

さ
せ
選
択
科
目
を
決
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 

11
月
13
日
に
仮
調
査
を
締
め
切
り
、

本
調
査
提
出
は
12
月
11
日
で
す(

フ
ォ

ー
ム
ズ
入
力)

。
受
験
へ
の
意
識
を
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
る
絶
好
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
も
あ
り
、
担
任
や
教
科
担
当
、
進

路
部
の
教
員
な
ど
と
相
談
の
上
、
最
終
決

定
し
て
下
さ
い
。 

  
 

 

１
学
年
生
徒 

 

「
文
理
」
選
択
・ 

 
 
 
 
 
 

科
目
選
択 
  

あ
る
意
味
、
人
生
の
分
岐
点
と
も
な
る

重
要
な
「
文
理
」
選
択
で
す
。
ま
た
新
教

育
課
程
の
特
色
と
し
て
は
文
系
で
日
本

史
探
究
・
世
界
史
探
究
の
選
択
、
理
系
で

物
理
・
生
物
の
選
択
が
あ
り
ま
す
。
３
年

で
の
選
択
科
目
も
意
識
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

得
意
・
不
得
意
、
興
味
・
関
心
、
大
学

等
の
受
験
教
科
・
科
目
な
ど
、
様
々
な
観

点
、
判
断
材
料
か
ら
慎
重
に
決
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

 

仮
調
査
が
既
に
10
月
28
日
に
締
め
切

ら
れ
、
必
要
な
生
徒
は
担
任
等
と
の
相
談

（
三
者
面
談
含
む
）
を
通
じ
、
11
月
22
日

締
め
切
り
の
本
調
査
提
出
と
な
り
ま
す
。 

 

９
月
～
10
月
に
選
択
の
説
明
会
や
保

護
者
会
、
教
材
提
示
な
ど
で
案
内
済
み
で

す
が
、
自
ら
の
進
路
開
拓
の
大
事
な
節
目 

と
し
て
下
さ
い
。 

                                             
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校
内
予
備
校 

開
始 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

昨
年
に
続
き
、
進
学
指
導
推
進
校
対
象

の
教
育
委
員
会
の
事
業
と
し
て
、
外
部
講

師
（
Ｚ
会
か
ら
派
遣
）
に
よ
る
「
校
内
予

備
校
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

３
年
生
対
象
の
集
中
講
座
（
国
公
立
英

語
・
数
学
・
早
稲
田
英
語
）
を
９
月
中
旬

～
10
月
中
旬
に
先
行
実
施
し
合
計
約
30

名
の
受
講
が
あ
り
ま
し
た
。 

２
年
生
対
象
の
国
公
立
英
語
・
数
学
講

座
に
合
計
約
150
名
、
１
年
生
対
象
の
入
試

対
策
英
語
・
数
学
講
座
に
合
計
約
310
名
が

受
講
予
定
で
す
。 

１
・
２
年
生
共
に
、
平
日
（
火
＝
数
学 

金
＝
英
語
）
の
17
時
～
18
時
及
び
18
時

～
19
時
の
２
部
制
で
、
部
活
動
生
徒
に
も

配
慮
し
た
時
程
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
受

講
料
は
教
材
費
を
含
め
無
料
で
、
10
月
か

ら
学
年
末
ま
で
12
回
の
予
定
で
実
施
さ

れ
ま
す
。 

 

校
内
予
備
校
開
校
日
は
、
自
習
室
で
の

学
習
者
を
含
め
、
多
い
日
に
は
250
名
以
上

の
生
徒
が
、
17
時
以
降
に
校
内
で
勉
強
し

て
い
ま
す
。 

  

２
年 

英
語 

 
 

１
年 

数
学 

 
 

 

江
北
だ
よ
り 

  

令
和
６
年
度 

第
７
号 

令
和
６
年 

11
月
19
日 

発
行 

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は 

こ
ち
ら
か
ら 

 

「正解」を選べるか？ 

選んだものを「正解」とし

ていく、のでもいいので

は？ 



１
学
年 

防
災
訓
練 

 
10
月
３
日
（
木
）
、
１
年
生
全
員
が
一

日
、
校
内
の
様
々
な
施
設
を
利
用
し
て 

地
域
（
足
立
消
防
署
綾
瀬
出
張
所
・
足
立

区
役
所
防
災
課
・
近
隣
町
会
な
ど
）
と
連

携
し
、
防
災
訓
練
及
び
避
難
所
設
営
・
運

営
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。 

地
域
と
の
連
携
の
一
層
の
強
化
、
様
々

な
災
害
を
想
定
し
た
防
災
教
育
の
充
実
、

防
災
に
関
す
る
取
組
の
企
画
・
立
案
・
運

営
補
助
能
力
を
高
め
る
こ
と
、
災
害
発
生

時
に
地
域
貢
献
で
き
る
態
度
の
育
成
な

ど
を
目
的
と
し
ま
し
た
。 

 

具
体
的
に
は
、
初
期
消
火
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取

り
扱
い
・
起
震
車
体
験
・
簡
易
担
架
で
の

搬
送
訓
練
・
煙
テ
ン
ト
体
験
・
避
難
所
設

営
訓
練
・
体
験
訓
練
（
発
電
機
ラ
イ
ト
点

灯
・
簡
易
ト
イ
レ
設
置
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

テ
ン
ト
設
置
な
ど
）
、
備
蓄
倉
庫
確
認
な

ど
を
ク
ラ
ス
や
班
単
位
で
行
い
ま
し
た
。 

生
徒
の
防
災
意
識
や
能
力
向
上
な
ど

が
図
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作 

 

初
期
消
火 

 

起
震
車
体
験 

 
 

 

 

簡
易
担
架
搬
送 

煙
テ
ン
ト
体
験 

テ
ン
ト
設
置 

 
 

 
 

備
蓄
倉
庫
確
認 

発
電
機 

 
 
 
 

町
会
の
方
々 

確
認 

 

ラ
イ
ト
点
灯 

 
 
 

の
参
加 

 
 

 

 

第
２
回 

校
内
英
検 

 
 

10
月
４
日
（
金
）、
第
２
回
校
内
英
検 

が
実
施
さ
れ
、
準
２
級
に
108
名
、
２
級
に

205
名
の
生
徒
が
臨
み
ま
し
た
。
（
第
１
回

は
そ
れ
ぞ
れ
58
名
・
174
名
） 

２
級 

教
室
会
場 

 

準
２
級 

視
聴
覚
室 

 
 

一
次
試
験
合
格
生
徒
は
11
月
の
二
次
試 

験
（
校
外
）
に
臨
み
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｊ
Ｅ
Ｔ
に
よ
る 

二
次
対
策
講
座
（
全
体
） 

 
 
 
 

個
別
指
導 

 
 

素
敵
な
空
間
を
！ 

10
月
下
旬
に
、
１
階
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ 

に
ガ
ー
デ
ン
テ
ー
ブ
ル
を
数
台
設
置
し

ま
し
た
。
勉
強
、
昼
食
、
歓
談
な
ど
の
場

と
な
り
、
生
徒
が
く
つ
ろ
げ
る
憩
い
の
空

間
と
し
て
大
変
好
評
で
す
。 

 
 

 

部
活
動 

報
告 

 

◎
卓
球
部 

〈
東
京
都
新
人
大
会 

 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
〉 

 

９
月
23
日 

五
日
市
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
会
場 

２
年 

藤
山
・
伊
関
ペ
ア 

４
回
戦
進
出
！ 

１
回
戦 

シ
ー
ド 

２
回
戦 

江
北
○
３
―
１
●
か
え
つ
有
明 

３
回
戦 

江
北
○
３
―
２
●
穎
明
館 

４
回
戦 

江
北
●
１
―
３
○
成
蹊 

 
◎
和
太
鼓
部 

 

９
月
16
日 

敬
老
の
日 

葛
飾
区
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
葛

飾
や
す
ら
ぎ
の
郷
」
に
て
慰
問
演
奏
を

披
露
し
ま
し
た
。（
下
段 

写
真
） 

利
用
者
の
方
々
か
ら
お
褒
め
の
こ

と
ば
と
拍
手
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
も
地
域
貢
献
の
た
め
精

進
し
ま
す
。（
部
員
・
顧
問
一
同
） 

 
 

 

◎
茶
道
部
〈
お
月
見
会
の
実
施
〉 

 

10
月
10
日
（
木
）
夕
方
、
本
校
の
シ

ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
柏
の
木
の
下
で
、
茶

道
部
が
「
お
月
見
会
」
を
企
画
・
実
施

し
、
月
を
見
な
が
ら
、
和
菓
子
と
茶
道

部
が
淹
れ
て
く
れ
た
お
茶
を
楽
し
み

ま
し
た
。
約
120
名
の
参
加
が
あ
り
、
風

情
が
溢
れ
ま
し
た
！ 

 
 

 

◎
サ
ッ
カ
ー
部 

Ｄ
Ｕ
Ｏ
リ
ー
グ 

Ａ
グ
ル
ー
プ 

10
月
第
２
・
３
週 

第
８
・
９
節 

 

江
北
○
３
―
１
●
足
立
新
田 

 

江
北
△
２
―
２
△
豊
島
学
院
Ｂ 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

対 足立新田戦 

 

対 豊島学院戦 

 

 

（＊江北 赤） 


